
 

算数科学習指導案 

指導者 広島市立〇〇小学校 

         教諭  〇〇 〇〇 

 

１ 日  時   令和元年〇月〇日 ～ 〇月〇日 

２ 場  所   5年生教室 

３ 学年・組   第 5 学年 

４ 単 元 名   「比べ方を考えよう⑴」（単位量あたりの大きさ） 

５ 単元について 

 ⒧ 単元観 

本単元は，小学校学習指導要領（平成 29 年告示）第 5 学年〔Ｃ変化と関係〕Ｃ⑵「異種の二つの量

の割合」に位置付けられている。 

本単元では，混み具合を考える活動から，一つの量だけでは比較することができない事象があること

を見いださせるとともに，混み具合は，どのようにすると比べたり数値化したりできるかを考えること

ができる。 

また，そのような数量を比べるとき，三つ以上のものを比べたり，いつでも比べられるようにしたり

するために，単位量当たりの大きさを用いて比べることのよさに気付き，能率的に比べられることを理

解することができる。 

さらに，混み具合のほかにも米の収量や人口の疎密など，目的に応じて大きさを比べたり表現したり

する活動を通して，異種の二つの量の割合の比べ方を考察する力を育むことができる。 

 

⑵ 児童観 

    

   （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 指導観 

指導にあたっては，問題を正しく把握し，単位量当たりの大きさを用いて比べる方法やその意味を理

解することができるよう，吉田・多鹿氏の「文章題の解決過程」を基にワークシートを作成し活用する。 

「文章題の解決過程」は，算数文章題の一連の解決過程を，「問題文を読んで一文ごとの意味を理解

する過程（変換過程）」，「文間の関係をまとめ上げる過程（統合過程）」，「正解を得るための方略を選択

する過程（プラン化過程）」，「演算を適用する過程（実行過程）」の四つの過程に分けて整理されたもの

である。特に文章題を解決するには，文章の理解における統合過程の役割が重要とされている。 

そこで，変換過程では，⑴質問されていること，⑵数値の意味，⑶数量の関係を明らかにする文や言

葉から，問題文の「読み」を指導し，問題を正しく把握させる。その際，問題から必要な情報を取り出

せるよう，数の意味を確認する発問を繰り返す。また，数と数を囲ませることなどにより，数量関係を

捉えさせる。 

統合過程では，⑴～⑶の情報を基に，必要な情報を選択させ，文間の関係をまとめ上げさせる。その

際，割合の概念理解を促すために，操作活動（具体的操作，絵，図，表，数直線など）を取り入れるこ

とで，数量の関係から，単位量当たりの大きさを用いて比べる方法やその意味を理解できるようにする。 



 

プラン化過程では，統合過程で行った操作活動を基に立式できるようにさせる。その際，機械的に立

式させるのではなく，式の意味が理解できるように既習事項を想起させながら立式できるようにする。 

実行過程では，プラン化過程において構成された数式を計算させる。その際，計算した結果が，問題

の条件を満たしているかを確かめさせる。答えが，問題の条件を満たしていない場合は，解法を再検討

させる。 

この過程を重視した指導を繰り返すことで，問題を把握し，単位量当たりの大きさを求める場面にお

いて，単位量当たりの大きさを用いて比べる方法やその意味を理解し，問題の解決に向けて適切な解決

方法を選ぶことができるようにする。 

これらの指導を通して，異種の二つの量の割合における比べ方を考察する力を育んでいきたい。 

 

６ 内容の関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

百分率とグラフ 

・  

速さ 

・ 速さの意味と表し方

（時速，分速，秒速） 

・ 速さに関する公式

とその適用 

※ 第６学年から移行 

Ｒ２年度より全面実施 

単位量あたりの大きさ 

・ 平均の意味とその求め方 
・ 平均から全体量を求める

方法 
・ 単位量当たりの大きさの

意味 
・ 人口密度の意味とその求

め方

５年 ６年 ３年 ４年 

わり算 

・ 除法の意味 

  （等分除，包含除） 

面積 

・ 面積の単位 

（ｃ㎡，㎡，ａ，

ｈａ） 

小数のかけ算と

わり算 

・ 小数（整数）

÷整数の計算 

・ 小数倍の意味 

比例 

・ 伴って変わる２つの数

量の関係を表や式にして

調べること 

小数のかけ算とわり算 

・ 小数でかける乗法，

わる除法の意味と計

算の仕方 

・ 小数倍の意味の拡張 

比例，反比例 

・ 比例の式，性質 

・ 反比例の意味，式，

性質 



 

７ 単元の目標・評価規準 

異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について，比べることの意味や比べ方，表し方を理解し，

それを用いることができる。 

算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

・ 異種の二つの量の割合

で捉えられる人口密度な

どを，単位量当たりの大

きさなどを用いて数値化

したり，それらを進んで

問題解決に生かしたりし

ようとしている。 

・ 異種の二つの量の

割合として捉えられ

る数量について，そ

の比べ方や表し方を

考えている。 

・ 異種の二つの量の割 

合で捉えられる人口

密度などを比べたり

表したりすることが

できる。 

・ 異種の二つの量の割

合として捉えられる

数量について，その比

べ方や表し方につい

て理解している。 

・ 単位量当たりの大き

さについて理解して

いる。 

・ １㎡でそろえて考え

たとき，数値が大きい

方が混んでいると捉

えるなど，人口密度な

どの量の大きさにつ

いても豊かな感覚を

もっている。 

 

８ 指導と評価の計画（全７時間） 

時 学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 主たる評価規準（評価方法） 

１ 

・ 面積とうさぎの数が違う

3 つの小屋の混み具合の比

べ方を考える。 
○    

・ 混み具合は異種の二つの量の割合として捉えら

れる量であることに気づき，面積，匹数が異なる

場合の混み具合の比べ方を考えようとしている。

（学習活動の観察，発言，ワークシートの記述） 

２ 

・ うさぎ小屋Ａ，Ｃ，Ｄの

比較を行う。調べる数が多

くても，混み具合を一度に

比べやすい方法を考える。 

 ○   

・ 混み具合を比べるときに，単位当たりの大きさ

を用いて比べるとよいことを考え，説明してい

る。（学習活動の観察，発言，ワークシートの記

述） 

３ 

・ 北海道と沖縄県の人口の

混み具合を比べる。 

・ 「人口密度」を知り，人

口密度を求める。 

   ○ 

・ 人口密度の意味を理解している。（学習活動の

観察，発言，ワークシートの記述） 

４ 

・ 米のとれ具合を，単位量

当たりの大きさを用いて調

べる。 
  ○  

・ 単位量当たりの大きさを用いて，異種の二つの

量の割合として捉えられる量を比べることがで

きる。（学習活動の観察，発言，ワークシートの

記述） 

５ 

・ 「力をつけるもんだい」

に取り組む。  ○   

・ 既習事項を用いて，比べ方や表し方を考え，説

明することができる。（学習活動の観察，発言，

ワークシートの記述） 

６ 

・ 「やってみよう」に取り

組む。   ○  

・ 既習事項を用いて，人口密度を求めることがで

きる。（学習活動の観察，発言，ワークシートの

記述） 

７ 

・ 「しあげ」に取り組む。 

   ○ 

・ 単位量当たりの大きさの意味を理解することが

できる。（学習活動の観察，発言，ワークシート

の記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

習
得 

 

活
用 

 

習
得 

 
活
用 

ま
と
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９ 本時について 

 ⑴ 第 1時（1／7 時間） 

  ア 目標 

面積と匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を理解し，比べ方を考える。 

イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足できる

状況 

〇 混み具合は異種の二つの量の割合と

してとらえられる量であることに気付

き，面積，匹数が異なる場合の混み具

合の比べ方を考えようとしている。 

概ね満足している状況に加え，次のよう

に筋道立てて説明している。 

・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数がば

らばらで比べられないので，うさぎ小

屋の面積を 30㎡にそろえて，うさぎの

数で比べた。 

・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数がば

らばらで比べられないので，1 ㎡当たり

のうさぎの数で比べた。 

・ うさぎ小屋の面積とうさぎの数がば

らばらで比べられないので，1 匹当たり

の面積で比べた。 

概ね満足できる

状況 

・ 混み具合の比べ方を考えている。 

・ 面積を 6 と 5の公倍数の 30 にそろえ

て比べる。 

 

 

 

 

Ａ：30÷6＝5  9×5＝45（ひき）   

Ｃ：30÷5＝6  8×6＝48（ひき） 
 
・ １㎡当たりのうさぎの数で比べる。 

  

 

 

 

 

Ａ：9÷6＝1.5（ひき） 

Ｃ：8÷5＝1.6（ひき） 
 

・ １匹当たりの面積で比べる。 

 

 

 

 

Ａ：6÷9＝0.666…（㎡） 

Ｃ：5÷8＝0.625（㎡） 

努力を要する状

況の児童への手

立ての例 

・ 混み具合の意味を理解することが難しい児童には，１㎡のスペースに実際に人数

を変えて入らせ，体感させる。 

・ 面積とうさぎの数の関係を理解できない児童には，ＡとＢのうさぎ小屋の面積と

うさぎの数を認識できるように，図を用意し，操作活動を取り入れ，理解を助ける

ようにする。 

 

ウ 準備物 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数の表と図，うさぎ小屋Ａ，Ｂ，Ｃの絵，１の問題文（掲示用）， 

ワークシート，１㎡のレジャーシート 



 

エ 本時の学習過程 （※   線部は指導の工夫） 

 
学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 

支援・評価【観点】 
（評価方法） 

 １ イラストを見て混み具合を
比較する。 
※ ⑸板書計画を参照 

  
 ⑴ イラスト アとイを比較

する。 
 ⑵ イラスト ウとエを比較

する。 
 ⑶ イラスト オとカを比較

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 問題場面を知る。 
Ａ，Ｂ，Ｃのうさぎ小屋の，こ
んでいる順番を調べましょう。 

・ ペアで確認する。 
「混み具合を比べるには，

何と何がわかればよいで
しょうか。」 

 
 
 
 
 
３ 本時の課題①，②を把握す

る。 
 
① ＡとＢのうさぎ小屋では，

どちらがこんでいますか。 
 

② ＢとＣのうさぎ小屋では，
どちらがこんでいますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 人が集まっているように見え
るから，イの方が混んでいる。 

・ アとイは畳の数も人の人数も
同じだから，混み具合は同じ。 

・ ウのプールの方が混んでいる
ように見える。 

・ ウとエは人数が同じで，プー
ルはウの方が小さいからウの
方が混んでいる。 

・ オの方が混んでいる。 
・ 同じ体育館で，オの方が人数

は多いから，オの方が混んでい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ＡとＢは同じ広さに見える。 
・ Ｂはうさぎが固まっているけ

ど，ならして考える。 
・ うさぎの数とうさぎ小屋の広 

さが分かれば比べられる。 
 
 
 
 
 
 
 
・ ＡとＢは，面積が同じで，う

さぎの数がＡの方が多いから
Ａの方が混んでいる。 

・ ＢとＣは，うさぎの数が同じ
で，Ｃの方が面積は小さいから
Ｃの方が混んでいる。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・ 既習事項の平均の考え方を
想起させながら，ならして考
えると，アとイは，面積も人
数も同じになることを確認
させる。 

・ 「混んでいること」と「か
たまっていること」の違いに
ついてイのイラストを通し
て理解させる。 

・ 人数や面積など，どちらか
一方が「そろっている量」で
あることに着目させる。 

・ 「混んでいる」かどうかは，
面積と人数の 2 つの数量が
関係していることを，イラス
トの混み具合を比較するこ
とから気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 問題場面がイメージできる

ように，うさぎ小屋Ａ，Ｂ，
Ｃの絵を用意し，提示する。 

・ 混み具合を比べるには，面
積，匹数の 2つの数量が関係
していることを押さえ，これ
らに着目すれば混み具合を
比べられると気付かせる。そ
の後，うさぎ小屋の面積とう
さぎの数の表を提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「そろっている量」，「そろ

っていない量」など，混み具
合を比べる根拠を明確にし
ながら説明させる。 

・ ＡとＢ，ＢとＣについての
比較は，それぞれ一方の量が
そろっていることから，比べ
られることをおさえる。 

 
 
 
 
 
 

予想される児童のつまずき 

混み具合の意味を理解する

ことが難しい。 

 

 

操作活動 
混み具合の意味理解でつま
ずいている場合は，1 ㎡に
人数を変えて入らせ，体感
させる。

導
入 

問題文や表から，⑴質問さ
れていること（質問文）や
⑵数値の意味（割当文），
⑶数量の関係（関係文）に
ついて明らかにすること
で，課題解決する方法を見
いだせるようにする。 

 

 

  

 

 



 

 
４ 本時の課題③を把握する。 
③ ＡとＣのうさぎ小屋では，

どちらがこんでいますか。 
 

 
 
・ ＡとＣは，面積もうさぎの数

も違う。 
 

 

 

 
 
・ 面積もうさぎの数も違うこ

とに気付かせる。 
 
 

 
  
 

５ 解決の見通しをもつ。 
 ・ ⑴質問されていること 

⑵数値の意味 
⑶数量の関係 
について確認をする。 

 
 
 
 

・ ペアで確認する。 
「面積もうさぎの数も違う

ときはどのようにすれば
比べることができるでし
ょうか。」 

 
 
６ 自力解決をする。 

・ ワークシートに沿って課
題解決を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 集団解決をする。 
 ・ ペア，グループで考えを

説明する。 
 ・ 全体で考えを確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ ＡとＣのうさぎ小屋では，ど

ちらがこんでいますか。 
・ 6 はうさぎ小屋Ａの面積で，9

はうさぎ小屋Ａのうさぎの数。 
・ うさぎ小屋Ａは，6 ㎡の面積

の中に 9 ひきのうさぎがいる。 
(Ｃについても同様に確認をする。） 
 
・ 面積かうさぎの数か，どちら

かにそろえると，比べることが
できそう。 

 
 
 
 
 
⒜ うさぎ小屋の面積をそろえ

て考える。 
⒝ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求

めてから比べる。 
⒞ 1 匹当たりの面積を求めてか

ら比べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⒜ うさぎ小屋の面積を 30 ㎡で

そろえて，うさぎの数で比べる
と，Ｃの方がうさぎの数が多い
からＣの方が混んでいる。 

⒝ 1 ㎡当たりのうさぎの数を求
めて，うさぎの数で比べると，
Ｃの方がうさぎの数が多いか
らＣの方が混んでいる。 

⒞ 1 匹当たりの面積を求めて，
面積の大きさで比べると，Ｃの
方が面積は小さいからＣの方
が混んでいる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関】混み具合は異種の二つの

量の割合としてとらえられ
る量であることに気付き，面
積，匹数が異なる場合の混み
具合の比べ方を考えようと
している。 (学習活動の観
察，発言，ワークシートの記
述) 

 
 
 
・ 混み具合の比べ方について

理解を確実にするために，全
ての解法（「面積を 30㎡でそ
ろえて比べる」，「1 ㎡当たり
のうさぎの数で比べる」，「1
匹当たりの面積で比べる」）
を自分で解かせ，解法の共通
点について，考えさせる。 

 
 
 
 
 

展
開 

  面積もうさぎの数もそろっていないときの， 
こみぐあいの比べ方を考えよう。 

⑶数量の関係を絵，図，表，
数直線，言葉を使って，自
分の考えを表すことができ
るようにする。 

問題文や表から，⑴質問さ
れていること（質問文）や
⑵数値の意味（割当文），
⑶数量の関係（関係文）に
ついて明らかにすること
で，課題解決する方法を見
いだすことができるよう
にする。 

 

 

 

予想される児童のつまずき 

面積とうさぎの数の関係を

理解できない。 

操作活動 

ＡとＢのうさぎ小屋の面
積とうさぎの数を認識で
きるように，図を用意し，
操作活動を取り入れ，理解
を助けるようにする。 



 

 
・ Ａ，Ｂ，Ｃのうさぎ小屋の，

混んでいる順番を確認する。 
 
 
 

 
・ ＡとＢは，Ａの方が混んでい

た。ＢとＣはＣの方が混んでい
た。ＡとＣはＣの方が混んでい
たから，Ｃ，Ａ，Ｂの順に混ん
でいることが言える。 

 
 
 
 
 

 ８ 学習のまとめをする。 
 
 

 
９ 学習の振り返りをする。 
 

  
 
 
 
・ 学習のまとめや振り返りを

児童自身でできるように，学
習の流れやキーワードが分
かるように板書をしておく。 

 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 

 

 面積（㎡） うさぎの数（ひき）  

A ６ ９ 

B ６ ８ 

C ５ ８ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比べ方を考えよう（１） 

人数も面積（たたみの枚数）も同じだから，混み具合も同

じ。  
そろっている量：人数，面積（たたみの枚数）  

人数は同じ。面積（プールの広さ）はウの方が 
せまいからウの方が混んでいる。 

そろっている量：人数 
そろっていない量：面積（プールの広さ）  

面積（体育館の広さ）は同じ。人数がはオの方が 

多いからオ 

 

 

混 

 

 
る。 

そろっている量：面積（体育館の広さ） 
そろっていない量：人数  

こみぐあいを比べるには，

面積と人数の２つの数量

が関係している。 

めあて 

問題 

A，B，C のうさぎ小屋の， 
こんでいる順番を調べましょう。 

① A と B のうさぎ小屋では，どちらがこんでいますか。 

そろっている量：面積 

そろっていない量：うさぎの数 

面積が同じで A の方がうさぎの数が多いから 

A の方がこんでいる。 

② B と C のうさぎ小屋では，どちらがこんでいますか。 

そろっている量：うさぎの数 

そろっていない量：面積 

うさぎの数が同じで C の方が面積がせまいから 

C の方がこんでいる。 

こみぐあいを比べるには， 

何と何がわかればよいか。 

・うさぎ小屋の面積 

・うさぎの数 

③ A と C のうさぎ小屋では，どちらがこんでいます

か。 

まとめ 

 

面積を 30 にそろえて比べる。 

Ａ 30÷6＝5 9×5＝45 

Ｃ 30÷5＝6 8×6＝48 

30 ㎡当たりの面積にそろえ，う

さぎの数で比べると，Ｃの方が

うさぎの数が多いので，Ｃの方

がこんでいる。 

 

Ａ 9÷6＝1.5  

Ｃ 8÷5＝1.6  

１㎡当たりの面積のうさぎの数で

比べると，Ｃの方がうさぎの数が

多いので，C の方がこんでいる。 

 

Ａ 6÷9＝0.666…  

Ｃ 5÷8＝0.625 

１ぴき当たりの面積で比べると， 

C の方が面積はせまいのでＣの方が 

こんでいる。 

 

A ６ ９ 

B ６ ８ 

C ５ ８ 

 

 絵や図，表 

そろっていない量：

面積，うさぎの数 

 

   

   

 

数直線 
 

A 

   

   

 

C 

式 

＜③の答え＞ 

Ｃの方がこんでいる。 

 

＜問題に対する答え＞ 

Ｃ，Ａ，Ｂの順にこんでいる。 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数 

 

A ６ ９ 

C ５ ８ 

 

〇 １㎡当たりのうさぎの数で比べ

る。 

。 

〇 倍の考えを使う。 

〇 １ぴき当たりの面積で比べる。 

。 

 

面積もうさぎの数もそろっていないときには，面積かうさぎの数を
そろえることでこみぐあいを比べることができる。 

ま
と
め 



 

 ⑵ 第 2時（2／7 時間） 

ア 目標 

面積と匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を理解し，比べることができる。 

 

 イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足できる

状況 

○ 混み具合を比べるときに，単位量当

たりの大きさを用いて比べるとよいこ

とを考え，説明している。 

概ね満足している状況に加え，次のよう

に説明している。 

・ 1 ㎡当たりのうさぎの数や 1匹当たり

の面積で比べ，単位量当たりの大きさ

を用いて考えることのよさを説明する

ことができる。 

・ 公倍数にそろえて比べる方法は，調

べるものが多い場合，公倍数を見つけ

たり，計算が複雑になったりすること

に気付き，それらを説明することがで

きる。 

概ね満足できる

状況 

・ 「１㎡当たりのうさぎの数」や「１

匹当たりの面積」（単位量当たりの大き

さ）を用いて，うさぎ小屋の混み具合

を表し，比べることができる。 

 

 

 

・ 1㎡当たりのうさぎの数で比べる。 

  Ａ：1.5 匹 

  Ｃ：1.6 匹 

Ｄ：14÷9＝1.55…（匹） 

 

 

 

 

・ 1匹当たりの面積で比べる。 

  Ａ：0.666…（㎡） 

  Ｃ：0.625（㎡） 

Ｄ：9÷14＝0.642…（㎡） 

努力を要する状

況の児童への手

立ての例 

・ 異種の二つの量の関係を視覚的に捉えさせるため，面積とうさぎの数の混み具合

の図や，異種の二つの量の関係を数直線に表した図を示す。 

 

  ウ 準備物 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数の表，うさぎ小屋Ｄの絵，うさぎ小屋Ｄの面積と数を表した数直線， 

うさぎ小屋Ｄの面積とうさぎの数の混み具合の図，ワークシート，１の問題文と表（掲示用）， 

２の問題文と表（掲示用） 

 

 

 

Ｄ 

1 

□ 

14 

9 

（匹） 

（㎡） 

0 

0 

Ｄ 

1 

□ 14 

9 

（匹） 

（㎡） 



 

エ 本時の学習過程 （※   線部は指導の工夫） 

 
学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 

支援・評価【観点】 

（評価方法） 

 
 
 

１ 前時の学習を振り返る。 
 ・ ペアで確認をする。 

「ＡとＣのうさぎ小屋の
混み具合はどのように
比べましたか。」 

「混み具合の比べ方を考
えるときには，どのよう
にすれば比べることが
できましたか。」 

 
 
２ 本時の課題を把握する。 
Ａ，Ｃ，Ｄのうさぎ小屋の，こ
んでいる順番を調べましょう。 

・ ペアで確認する。 
「前の学習との違いは，何

ですか。」 
 
 
 
 
 

 
・ 面積を 6 ㎡と 5 ㎡の公倍数の

30㎡にそろえて比べた。 
・ 1 ㎡あたりのうさぎの数で比

べた。 
・ 1匹当たりの面積で比べた。 
・ 面積かうさぎの数，どちらか

一方の量がそろっていれば比
べることができる。 

 
 
 
 
 
・ 前は 2 つずつ，小屋の混み具

合を調べたけど，今回は 3つの
小屋の混んでいる順番を調べ
ることになっている。 

・ Ａ，Ｃ，Ｄ，3 つとも面積も
うさぎの数もそれぞれ違う。 

 
 
 
 
 
 
・ 混み具合の比べ方を考える

ときは，面積と匹数の 2 つの
数量のうち，一方の量がそろ
っていれば比べることができ
ることをおさえる。 

 
 
 
・ 3 つの小屋の混み具合を調べ

ることや，「そろっていない
量」にも着目させながら，前
時の学習との違いに気付かせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 解決の見通しをもつ。 
 ・ ⑴質問されていること 

⑵数値の意味 
⑶数量の関係 
について確認をする。 

 
 
 
 ・ ペアで確認する。 

「混み具合の比べ方を考
えるときには，どのよう
にすれば比べることが
できましたか。」 

 
 
 
 
 
４ 自力解決をする。 
・ ワークシートに沿って課

題解決を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ Ａ，Ｃ，Ｄのこんでいる順番

を調べる。 
・ 9 はうさぎ小屋Ｄの面積で，14

はうさぎ小屋Ｄのうさぎの数。 
・ うさぎ小屋Ｄは，９㎡の面積

の中に 14ひきのうさぎがいる。 
 
・ 面積とうさぎの数，どちらか

もそろっていないときは，一方
の量がそろえれば比べること
ができる。 

・ 面積を公倍数の数にそろえて
比べた。 

・ 1 ㎡あたりのうさぎの数で比
べた。 

・ 1匹当たりの面積で比べた。 
 
予想される児童のつまずき 
調べ方が分からない。 
⒜ 面積を公倍数の 90 にそろえ

て比べる。 
  90 ㎡当たりの匹数で比べる。 
  Ａ：9×15＝135（匹） 
  Ｃ：8×18＝144（匹） 
  Ｄ：14×10＝140（匹） 
⒝ １㎡当たりの匹数で比べる。 
  Ａ：1.5 匹 
  Ｃ：1.6 匹 
  Ｄ：14÷9＝1.55…（匹） 
⒞ １匹当たりの面積で比べる。 
  Ａ：0.666…（㎡） 
  Ｃ：0.625（㎡） 

Ｄ：9÷14＝0.642…（㎡） 
・ うさぎ小屋の混んでいる順番

は，Ｃ，Ｄ，Ａの順番。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 調べる数が多くときでも，

一方の量がそろっていれば混
み具合を比べることができる
ことや，前時の学習で用いた
求め方を用いて解決できるこ
とに気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考】混み具合を比べるときに，

単位量当たりの大きさを用い
て比べるとよいことを考え，
説明している。(学習活動の観
察，発言，ワークシートの記述) 

こみぐあいを調べるときに便利な方法を考えよう。 

⑶数量の関係を絵，図，表，数
直線，言葉を使って，自分の考
えを表すことができるように
する。 

 

導
入 

 操作活動 

異種の二つの量の関係を視覚的に
捉えさせるため，Ｄのうさぎ小屋
の面積とうさぎの数を表した図と
同じようにシールを貼らせたり，
異種の二つの量の関係を数直線に
一緒に表したりすることで，解法
への見通しをもたせる。

 
 

 

 

問題文や表から，⑴質問されて
いること（質問文）や⑵数値の
意味（割当文），⑶数量の関係
（関係文）について明らかにす
ることで，課題解決する方法を
見いだせるようにする。 

展
開 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
５ 集団解決をする。 
・ ペア，グループで考えを

説明する。 
・ 全体でそれぞれの考えに

ついて検討する。 
・ ペアで確認する。 

「Ａ，Ｃ，Ｄの混んでい
る順番を一度に調べや
すいのはどの考えです
か。」 

 
 
・ 公倍数の 90 を見つけるのが

大変。 
・ どちらかを 1にする考えは，

調べる数が多くても，たくさん
の混み具合を一度に比べやす
い。 

・ 面積を 1 にすると，数が大き
い方が混んでいるから分かり
やすい。 

 
 
・ 公倍数の考えは，調べるも

のが多いと公倍数を見つける
のが大変であることに気付か
せるとともに，計算も数が大
きくなるなど，大変になるこ
とがあることをおさえる。 

・ 三者以上を比べる場合での
効率性やいつでも比べられる
という一般性から，単位量当
たりの大きさで比べることの
よさについて理解できるよう
にする。 

 ６ 混み具合の比べ方のまと
めをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 適用問題に取り組む。 

 ・ 「学習したことを使って，

問題を解こう。」 

   ２つのプールのこみぐ

あいを比べましょう。 

 

 

 

 

 

 

Ａのうさぎ小屋のこみぐ

あいと，Ｅのうさぎ小屋のこ

みぐあいは同じです。 

   Ｅのうさぎ小屋には，う

さぎは何びきいますか。 

 

 

 

 

 

８ 学習の振り返りをする。 

 

・ 調べる数が多いときでも，１
㎡当たりのうさぎの数や，１匹
当たりの面積を調べて比べる
と，混み具合を比べることがで
きる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
・ 1㎡当たりの人数で比べる。 
  Ａ：36÷450＝0.08（人） 
  Ｂ：40÷520＝0.076…（人） 
・ 1人当たりの面積で比べる。 
  Ａ：450÷36＝12.5（㎡） 
  Ｂ：520÷40＝13（㎡） 
・ Ａの方が混んでいる。 
 
 
・ Ａ：１㎡当たり 1.5 匹いる。 
・ Ｅ：うさぎの数を□匹とする 
  □÷4＝1.5 
  □＝1.5×4 
   ＝6 
  答え 6匹 
 

・ 「単位量当たりの大きさ」と
いう考え（言葉）を知らせる。 

・ 単位面積当たり（１㎡当たり）
の匹数で比べた方が，混んでい
る数値が大きくなるので分か
りやすいことを押さえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
・ ワークシートに沿って適用

問題の解決を行うことで，学
習内容の理解を確認させる。 

こみぐあいを調べるときは， 

・１㎡当たりの平均のうさぎの数を調べて比べる 

・１ぴき当たりの平均の面積を調べたりして比べる 

方法が便利。 

「単位量あたりの大きさ」という。 

 

1 

2 

 

 

 面積（㎡） うさぎの数（ひき） 

Ｅ 4 □ 

 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数 

 

予想される児童のつまずき 
適用問題に取り組むことがで
きない。 

操作活動 
異種の二つの量の関係を視
覚的に捉えさせるため，面
積と人数（うさぎの数）の
図や，異種の二つの関係を
数直線に表した図を示す。

ま
と
め 

 



 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 Ａ，Ｃ，Ｄの面積を 90 ㎡に 
そろえて比べる。  

Ａ：9×15＝135（匹） 
Ｃ：8×18＝144（匹） 
Ｄ：14×10＝140（匹） 

 

・ Ａ，Ｃ，Ｄの面積
をそろえる。 

・ Ｄの１㎡当たりの
ひき数を求める 

・ １ぴき当たりの面
積を求める。 

２つのプールのこみぐあいを比べましょう。 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数 

〇 １㎡当たりのうさぎの数で比べ

る。 

。 

〇 倍の考えを使う。 

〇 １ぴき当たりの面積で比べる。 

。 

 
面積を 30 にそろえて比べる。 

Ａ 30÷6＝5 9×5＝45 

Ｃ 30÷5＝6 8×6＝48 

30 ㎡当たりの面積にそろえ， 

うさぎの数で比べると，Ｃの 

方がうさぎの数が多いので， 
Ｃの方がこんでいる。 

 
Ａ 9÷6＝1.5  

Ｃ 8÷5＝1.6  

１㎡当たりの面積のうさぎの 

数で比べると，Ｃの方がうさぎの 

数が多いので，C の方がこんでいる。 

 
Ａ 6÷9＝0.666…  

Ｃ 5÷8＝0.625 

１ぴき当たりの面積で比べると， 

C の方が面積はせまいのでＣの方が 
こんでいる。 

こみぐあいの比べ方を考えるときは，面積と数の２つ
の数量のうち一方の量がそろっていれば比べること
ができる。 

〇 １㎡当たりの匹数で比べ
る。 

  Ａ：1.5 匹 
  Ｃ：1.6 匹 

Ｄ：14÷9＝1.55…（匹） 
 〇 １匹当たりの面積で比べ
る。 
  Ａ：0.666…（㎡） 
  Ｃ：0.625（㎡） 
  Ｄ：9÷14＝0.642…（㎡） 

うさぎ小屋の混んでいる順番は， 
Ｃ，Ｄ，Ａの順番。 

 

1 

・ 1 ㎡当たりの人数で比べる。 
  Ａ：36÷450＝0.08（人） 
  Ｂ：40÷520＝0.076…（人） 
・ 1 人当たりの面積で比べる。 
  Ａ：450÷36＝12.5（㎡） 
  Ｂ：520÷40＝13（㎡） 
・ Ａの方が混んでいる。 
 

Ａのうさぎ小屋のこみぐあいと，Ｅのうさぎ 
小屋のこみぐあいは同じです。 
Ｅのうさぎ小屋には，うさぎは何びきいますか。 

 

2 

 面積（㎡） うさぎの数（ひき）  

Ｅ 4 □ 

 

・ Ａ：１㎡当たり 1.5 匹いる。 
・ Ｅ：うさぎの数を□匹とする 
  □÷4＝1.5 
  □＝1.5×4 
   ＝6 
  答え 6 匹 
 

思いだそう めあて 

こみぐあいを調べるときに，便利な方法を 

考えよう。 

問題 

Ａ，Ｃ，Ｄのうさぎ小屋の， 
こんでいる順番を調べましょう。 

まとめ 

こみぐあいを調べるときは， 

・１㎡あたりの平均のうさぎの数を調べて比べる 
・１ぴきあたりの平均の面積を調べて比べる 
方法が便利。 

「単位量あたりの大きさ」という。  

A ６ ９ 

C ５ ８ 

 

③ A と C のうさぎ小屋では，どちらがこんでいるか。 

比べ方を考えよう（１） 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数 

0 

0 

Ｄ 

1 

□ 

9 

（ひき） 

（㎡） 

14 

0 

0 

Ｄ 

1 

□ 9 

（ひき） 

（㎡） 

14 

9 ㎡  14 ひき 

↓10 倍 ↓10 倍 

90 ㎡ 140 ひき 

 面積（㎡）  うさぎの数（ひき）  

Ａ 6 9 

Ｃ 5 8 

Ｄ 9 14 

 



 

⑶ 第 3 時（3／7時間） 

ア 目標 

「人口密度」の意味を理解する。 

 

イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足できる

状況 

・ 人口の混み具合を比べる活動を通し

て，「人口密度」の意味や求め方を理解

している。 

概ね満足している状況に加え，これまで

の学習と結び付けて，人口密度のよさを

説明することができる。 

・ 人口密度の求め方は，これまでの方

法と同じで，単位量当たりの大きさを

使うと求めることができる。 

・ 人口密度は，単位面積当たりの人口
で比べるから，混んでいるほど数値が
大きくなり，比べやすい。 

概ね満足できる

状況 

人口密度の意味を理解し，計算している。 

・ 日本 128440000÷378000＝339.78… 

１ｋ㎡当たり平均 340 人 

・ 広島 2880000÷8480＝339.62… 

  １ｋ㎡当たり平均 340人 

・ 日本と広島県の人口密度は，ほとん

ど同じ。 

努力を要する状

況の児童への手

立ての例 

・ 数に対する理解が弱く，表から人口を読み取ることができない児童には，単位を

確認し，表に０を書かせる。 

・ 人口や面積の数値が大きいため，つまずいている児童には，簡単な数値に置き換
えて考えさせたり，既習事項を振り返らせたりして課題に取り組むことができるよ
うにする。 

 

ウ 準備物 

２の問題文と表（掲示用），日本地図の絵，３ の問題文と表（掲示用），ワークシート，電卓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

エ 本時の学習過程 （※    線部は指導の工夫） 

 学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 
支援・評価【観点】 

（評価方法） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入 

１ 前時の学習を振り返る。 
・ 「混み具合を比べるとき

に，調べる数が多い場合
はどのようにして比べる
方法が便利でしたか。」 

 
 
 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 北海道と沖縄県の面積と
人口の表を見て，気付いた
ことについて確認する。 
 
 
 
 
 

３ 本時の課題を把握する。 
 
 
 

 
・ 「混み具合を比べるとき

にどのようにして比べます
か。」 

 
 
 

 
・ １㎡当たりのうさぎの数を調

べて比べる。 
・ １匹当たりの面積を調べて比

べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 北海道は沖縄県の約 37倍の面

積である。 
・ 北海道は沖縄県の約 4 倍の人

口である。 
・ 単位は「ｋ㎡」と「万人」 
・ 単位が「万人」となっている

から表には，0 が書かれていな
い。 

・ 公倍数でそろえるのは難しい。 
 
 
 
 
 
・ 1ｋ㎡当たりの人口で比べる。 
・ 1人当たりの面積で比べる。 

 
・ 混み具合を比べるときは，

１㎡当たりのうさぎの数や，
１匹当たりの面積を調べ，比
べる方法が便利であること
や，このように表した大きさ
を「単位量当たりの大きさ」
ということを前時の学習を
基に想起させる。 

 
・ 児童にとって身近な人口の

混み具合を提示することで，
人口の混み具合に関する課
題意識をもたせる。 

・ ＩＣＴ機器を用いて視覚的
に問題場面を提示すること
で，前時の学習との共通点や
相違点に気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ 「万人」の 0の数を確認す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 

４ 解決の見通しをもつ。 
 ・ ⑴質問されていること 

⑵数値の意味 
⑶数量の関係 
について確認をする。 
 
 
 

 
 

・ 答えは四捨五入して，上
から 2けたのがい数にする。 

 
 
 
 
 
 
 

 
・ 人がこみあっているのは，北

海道と沖縄県のどちらでしょ
うか。 

・ 83457 は北海道の面積で，546
は北海道の人口を表している。 

・ 北海道は，83457ｋ㎡の面積
の中に 546 万人がいる。 

（沖縄県も同様に考える。） 
 
・ 上から 3 けためを四捨五入す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 必要に応じて電卓を用い

て，適切に処理できるように
配慮する。 

 
 
 
 
 
 

単位量あたりの大きさを使って，人口のこみぐあいを比べよう。 

表は，北海道と沖縄県の面
積と人口を表しています。 

人がこみあっているのは，
北海道と沖縄県のどちらでし
ょうか。 

 

 面積（ｋ㎡） 人 口 （ 万

人） 

北海道 83457 546 

沖縄県  2277 145 

 

北海道と沖縄県の面積と人口（2014年） 

数の意味を確認する発問を
したり，表の数値を記号で囲
ませたりすることで，問題文
や表から，⑴質問されている
こと（質問文）や⑵数値の意
味（割当文），⑶数量の関係
（関係文）について明らかに
し，解決の見通しをもつこと
ができるようにする。 

 

 

 

人がこみあっているのは，
北海道と沖縄県のどちらでし
ょうか。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 

 
 
５ 自力解決をする。 

・ ワークシートに沿って課
題解決を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 集団解決をする。 
 ・ ペア，グループで考えを

説明する。 
 ・ 全体で考えを確かめる。 
 
 
 
 
７ 学習のまとめをする。 
・ 「人口密度」の意味を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・ 北海道 5460000÷83457＝65.42 
  上から 3 けための小数第 1位

を四捨五入して 65 人 
１ｋ㎡当たり平均 65人 

・ 沖縄県 1450000÷2277＝636.80 
  上から 3けための一の位を四

捨五入して 640 人 
１ｋ㎡当たり平均 640 人 

・ 沖縄県の方が混んでいる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 単位量当たりの大きさを使う

と，１ｋ㎡に平均何人住んでい
るのかを求めることができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ １ｋ㎡に平均何人住んでい

るかを正しく求めることがで
きるようにするために，人口
の数値に「万人」の 0 を書き
計算するとよいことを促す。

 
 
・ 簡単な数値に置き換えて考

えさせたり，既習事項を振り
返らせたりすることで，課題
に取り組むことができるよう
にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ まとめの文章を基に，「人

口密度」の意味を知らせる。 
 
 
 
 
 
 
・ 人口密度は，普通１ｋ㎡当

たりの人口で表すことを伝
える。 

・ 一人当たりの面積で比べる
より，単位面積当たりの人口
で比べた方が,混んでいるほ
ど数値が大きくなるので比
べやすいことをおさえる。 

 
 
 

操作活動 
北海道と沖縄県の面積を表
した図と人口を表すおはじ
きを使い，操作させることで
数量の関係（面積と人口）や
単位量当たりの数を捉える
ことができるようにする。 

予想される児童のつまずき 
人口の「万人」を見落とし， 
そのまま計算を行っている。 

単位面積あたりの人口を「人口密度」という。 
国や都道府県の人口のこみぐあいは，人口密度で表す。 

予想される児童のつまずき 
人口や面積の数値が大きいた
め，立式できない。 

単位量あたりの大きさを使うと，人口のこみぐあいも 
比べることができる。 

 

⑶数量の関係から，単位量当
たりの大きさを用いて比べ
る方法やその意味を理解で
きるよう，絵，図，表，数直
線，言葉を使って，自分の考
えを表すことができるよう
にする。 

 

・ １人当たりの面積で比べる。 
・ 北海道 83457÷5460000＝0.015… 
・  沖縄県 2277÷1450000＝0.0015… 

 

・ １人当たりの面積で比べると
数が小さくなりすぎて，比べに
くい。 

 

 



 

 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
８ 適用問題に取り組む。 
  

 
 
 
 
 
 
 

・ ワークシートに沿って課
題解決を行う。 

 
 
 

 
 
 ・ 全体で考えを確かめる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 日本 128440000÷378000＝339.78… 

１ｋ㎡当たり平均 340 人 
・ 広島 2880000÷8480＝339.62… 
  １ｋ㎡当たり平均 340人 
 
 
 
・ 日本と広島の人口密度は，ほ

とんど同じ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ワークシートに沿って適用

問題の解決を行うことで，学
習内容が理解できたかを確
認させる。 

【知】人口密度の意味を理解し
ている。 (学習活動の観察，
発言，ワークシートの記述) 
 
 

 

 

ま 

と 

め 

９ 学習の振り返りをする。 
 

・ これまでに習った単位量当た
りの大きさを使うと，人口の混
み具合を比べることができた。 

・ 他の混み具合も単位量当たり
の大きさを使うと，比べること
ができそう。 

・ 単位面積あたりの人口を「人
口密度」ということを知った。 

 

・ 振り返りの視点を示し，本
時の学習を振り返らせる。 

思いだそう めあて 

単位量当たりの大きさを使って， 

人口のこみぐあいを比べよう。 

まとめ 

単位量あたりの大きさを使うと，人口のこみぐあいも 
比べることができる。 

単位面積あたりの人口を「人口密度」という。 
国や都道府県の人口のこみぐあいは，人口密度で表す。 

表を見て，日本と広島県の人口密度を求め，比べてみ
ましょう。  

〇 １㎡当たりの匹数で比べる。 
  Ａ：1.5 匹 
  Ｃ：1.6 匹 

Ｄ：14÷9＝1.55…（匹） 
 

3 問題 

北海道と沖縄県の面積と人口（2014 年） 
・ 北海道は沖縄県の 

約 37 倍の面積である。 
・ 北海道は沖縄県の 

約 4 倍の人口である。 
・ 答えは四捨五入して

上から２けたのがい数 
 →上から３けためを 

四捨五入 

北海道 
5460000÷83457＝65.42 
上から 3 けための小数 
第 1 位を四捨五入する。 
１ｋ㎡当たり平均 65 人 

沖縄県 
1450000÷2277＝636.80 
上から 3 けための一の位を
四捨五入する。 
1ｋ㎡当たり平均 640 人 

沖縄県の方が混んでいる。 

日本と広島県の面積と人口（2014 年） 

 面積（ｋ㎡） 人口（万人） 

日本 378000 12844 

広島県   8480  288 

 

日本 
128440000÷378000＝339.78… 
上から 3 けための一の位を 
四捨五入して 340 人 
1ｋ㎡当たり平均 340 人 
 

広島県 
2880000÷8480＝339.62… 

上から 3 けための一の位を 
四捨五入して 340 人 
1ｋ㎡当たり平均 340 人 
 

日本と広島県の人口密度は，ほとんど同じである。 

0 

0 

北海道 

1 

□ 5460000 

（k ㎡） 

（人） 

83457 

操作活動 
日本と広島県の面積を表し
た図と人口を表すおはじき
を使い，操作させることで数
量の関係（面積と人口）や単
位量当たりの数を捉えるこ
とができるようにする。 

人口 

面積 

0 

0 

沖縄県 

1 

□ 1450000 

（k ㎡） 

（人） 

2277 

人口 

面積 

・ 答えは四捨五入して
上から２けたのがい数 

 →上から３けためを 
四捨五入する。 

・ 「万人」の 0 の数に
気を付ける。 

0 

0 

日本 

1 

□ 128440000 

（k ㎡） 

（人） 

378000 

人口 

面積 

比べ方を考えよう（１） 

0 

0 

Ｄ 

1 

□ 

9 

（ひき） 

（㎡） 

14 

こみぐあいを調べるときは， 
・１㎡あたりの平均のうさぎの数を調べて比べる 
・１ぴきあたりの平均の面積を調べて比べる 

方法が便利。 
「単位量あたりの大きさ」という。 

 面積（ｋ㎡） 人口（万人） 

北海道 83457 546 

沖縄県  2277 145 

 

0 

0 

広島県 

1 

□ 2880000 

（k ㎡） 

（人） 

8480 

人口 

面積 

  表を見て，日本と広島県
の人口密度を求め，比べて
みましょう。 
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 面積（ｋ㎡） 人口（万人） 
日本 378000 12844 

広島県 8480 288 
 

日本と広島県の面積と人口（2014 年） 

人口密度は四捨五入して，上から 

2 けたのがい数で表しましょう。 

予想される児童のつまずき 
適用問題に取り組むことがで
きない。 

 



 

⑷ 第 4 時（4／7時間） 

  ア 目標 

単位量当たりの大きさを用いて，異種の二つの量の割合として捉えられる量を比べることができる。 

 

 イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足でき

る状況 

・ 単位量当たりの大きさを用いて，異

種の二つの量の割合として捉えられる

量を比べることができる。 

概ね満足している状況に加え，絵，図，

表，数直線，言葉などと式を関連付けな

がら，単位量当たりの大きさを用いて，

適用問題を解決することができる。 

概ね満足でき

る状況 

適用問題を解決することができる。 
 
・ 1ダースで 600 円 
  1本当たり 600÷12＝50 50円 
・ 10本で 450 円 
  1本当たり 450÷10＝45 45 円 
・ 1 ダース 600 円の鉛筆の方が 1 本当た

りの値段が高い 
 
・ 45Ｌで 360km 
  1Ｌ当たり 360÷45=8 8km 
・ 30Ｌで 255km 
  1km 当たり 255÷30=8.5 8.5km 
・ ガソリン 1Ｌ当たりに走る道のりが長

いのは，30Ｌで 255km 走る自動車 

努力を要する

状況の児童へ

の手立ての例 

・ 板書や掲示物を基に，既習事項を振り返り，単位量当たりの大きさを用いて，比

べ方を考えることができるようにする。 

・ 具体物，図，数直線などの操作活動を通して，解決の見通しをもつことができる

ようにする。 

 

ウ 準備物 

３の問題文と表（掲示用），４の問題文（掲示用），５の問題文（掲示用），ワークシート 
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エ 本時の学習過程 （※    線部は指導の工夫） 

 学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 
支援・評価【観点】 

（評価方法） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
入 

１ 前時の学習を振り返る。 
・ 「単位量当たりの大きさ

を使うと，どのような混み
具合も比べることができま
したか。」 

 
 
２ 問題場面を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 「ＡとＢの田の面積とと
れた米の重さの表を見て，
気付いたことはあります
か。」 

 
 
３ 本時の課題を把握する。 
米がよくとれたといえるのは，
Ａ，Ｂのどちらの田ですか。 

・ 「これまでの学習と同じ
ところや，違うところは，
何ですか。」 

 
 
 

・ 「これまでの学習では，
どのようにして比べ方を考
えてきましたか。」 

・ 「今日の学習は，どのよ
うにすると比べることがで
きそうですか。」 

 
 
 

 
・ 人口の混み具合も比べること

ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ Ｂの田の方が面積が広くて，

米のとれた重さが重い。 
 
 
 
 
 
 
 
・ ２つの物（Ａ，Ｂ）を比べる

ことは同じ。 
・ これまでは，混み具合や人口

密度を比べていたけど，今回は
米のとれた重さについて比べ
る。 

・ 単位量当たりの大きさを使っ
て，比べてきた。 

 
・ 1ａか 1kg かにそろえて比べ

たら，比べることができそう。 

 
・ 前時の学習を振り返ること

で，単位量当たりの大きさを
使うと，混み具合を比べるこ
とができることを想起させ
る。 

 
 
・ ＩＣＴ機器を用いて視覚的

に問題場面を提示すること
で，前時の学習との共通点や
相違点に気付かせる。また， 
ＡとＢどちらの田で米がよ
くとれたかを予想させるこ
とで，学習課題へ目的意識を
もたせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 単位量当たりの大きさを使

って比べると，米のとれ具合
についても比べることがで
きることに気付かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 

４ 解決の見通しをもつ。  
・ ⑴質問されていること 

⑵数値の意味 
⑶数量の関係 
について確認をする。 

 
 
 
 
・ 答えは四捨五入して，上

から2けたのがい数にする。 
 
 
 
 
 

 
・ 米がよくとれたといえるの

は，Ａ，Ｂのどちらの田ですか。 
・ 11はＡの田の面積で，570 は

Ａの田でとれた米の重さ。 
・ Ａの田は，11ａの面積の中で，

570kg の米がとれた。 
（Ｂも同様に確認をする。） 
 
・ 上から 3けためを四捨五入す

る。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単位量あたりの大きさを使って，米のとれぐあいを比べよう。 

表は，同じ種類の米をつくる
ＡとＢの田の面積ととれた米
の重さを表したものです。 

米がよくとれたといえるの
は，Ａ，Ｂのどちらの田ですか。 

 面積（ａ） とれた重さ（kg） 

A 11 570 

B 14 680 

 

田の面積ととれた米の重さ 

数の意味を確認する発問を
したり，表の数値を記号で囲
ませたりすることで，問題文
や表から，⑴質問されている
こと（質問文）や⑵数値の意
味（割当文），⑶数量の関係
（関係文）について明らかに
し，課題解決する方法を見い
だせるようにする。 

 

 

 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 

 
５ 自力解決をする。 

・ ワークシートに沿って課
題解決を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 集団解決をする。 
 ・ ペア，グループで考えを

説明する。 
 ・ 全体で考えを確かめる。 
 
 
 
 
 
７ 学習のまとめをする。 
 
 
 
 
 
８ 適用問題に取り組む。 

・ ワークシートに沿って課
題解決を行う。 
１ダースで600円のえん筆

と，10本で450円のえん筆で
は,１本あたりのねだんはど
ちらが高いでしょうか。 

・ 「１ダースは何本の鉛筆
を表した数ですか。」 

・ 自力解決をする。 
・ 全体で考えを確かめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ Ａ 570÷11＝51.8… 
    上から 3 けための小数第

一位を四捨五入して，52 
    1ａ当たり 52kg 
・ Ｂ 680÷14＝48.5… 
    上から 3 けための小数第

一位を四捨五入して，49 
    1ａ当たり 49kg 
・ Ａの方が米がよくとれた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 単位量当たりの大きさを使え

ば，米のとれ具合を比べること
ができる。 

・ 1ａ当たりに平均何 kg米がと
れたかを求めることで，比べる
ことができる。 

・ １kg当たりで比べると数が小
さくなりすぎて比べにくい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 1ダースは 12 本。 

予想される児童のつまずき 
適用問題に取り組むことが 
できない。 

・ 1本当たりの値段で比べる。 
・ 1ダースで 600 円の鉛筆 
  600÷12＝50  

1本当たり 50 円 
・ 10本で 450 円の鉛筆 
  450÷10＝45  

1本当たり 45 円 
・ 1 ダース 600 円の鉛筆の方が

高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 米のとれ具合も単位量当た

りの大きさで表わせること
を確認する。 

・ 単位面積当たりで比べた方
が，よくとれた場合の数値が
大きくなるので分かりやす
いことをおさえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ ワークシートに沿って適用

問題の解決を行うことで，学
習内容の理解を確認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予想される児童のつまずき 
単位量当たりの大きさで比べる
ことができない。 

 

⑶数量の関係から，単位量当
たりの大きさを用いて比べる
方法やその意味を理解できる
よう，絵，図，表，数直線，
言葉を使って，自分の考えを
表すことができるようにす
る。 

 

4 

ガソリン 45Ｌで 360km 走
る自動車と，ガソリン 30Ｌ
で 255km 走る自動車があり
ます。 
 ガソリン 1Ｌあたりに走
る道のりが長いのは，どち
らの自動車ですか。 

5

 

 

 

単位量あたりの大きさを使うと，米のとれぐあいも比
べることができる。 

 

 

 

 

予想される児童のつまずき 
適用問題に取り組むことが 
できない。 

 

操作活動 
鉛筆やお金の模型を使い，操
作させることで，数量の関係
（本数と値段）や単位量当た
りの数を捉えることができる
ようにする。 

 

操作活動 
ブロック（自動車）を操作さ
せることで，数量の関係（ガ
ソリンの量と道のり）や単位
量当たりの数を数直線と結
び付け，捉えることができる
ようにする。 

 

・ １kg 当たりの大きさで比べる。 
・ Ａ 11÷570＝0.019… 
・ Ｂ 14÷680＝0.020… 

 

操作活動 
田の面積を表す図ととれた
米の重さを表すおはじきを
使い，操作させることで，数
量の関係（面積と重さ）や単
位量当たりの数を捉えるこ
とができるようにする。 



 

 

オ 板書計画 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ 自力解決をする。 
・ 全体で考えを確かめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ 1Ｌ当たりに走る道のりで比

べる。 
・ 45Ｌで 360km 走る自動車 
  360÷45＝8 
  1Ｌ当たり 8km の道のりを走る 
・ 30Ｌで 255km 走る自動車 
  255÷30＝8.5 
  1Ｌ当たり 8.5km の道のりを走る 
・ ガソリン 30Ｌで 255km 走る自

動車の方が，ガソリン 1Ｌ当た
りに走る道のりが長い。 

 
【技】単位量当たりの大きさを
用いて，異種の二つの量の割合
を捉えられる量を比べること
ができる。(学習活動の観察，
発言，ワークシートの記述) 

 

ま 

と 

め 

９ 学習の振り返りをする。 
 

・ 単位量当たりの大きさを使う
と米の取れ具合も比べること
ができた。 

・ １本当たりや１Ｌ当たりの大
きさをそれぞれ求めて比べる
ことで，量を比較しやすいこと
が分かった。 

・ 振り返りの視点を示し，本
時の学習を振り返らせる。 

思いだそう 

ガソリンの量と自動車が走る道の

り 

まとめ 

単位量あたりの大きさを使うと，米のとれぐ
あいも比べることができる。 

4 

１ダースで600円のえん筆と，10本で450円の
えん筆では,1本あたりのねだんはどちらが高い
でしょうか。 

 

 12 600 

 10 450 

 

・ １ダースは１２本 
・ それぞれ１本あたりの

えん筆のねだんで比べ
る。 

1ダースで 600円の鉛筆 
600÷12＝50  
1 本あたり 50 円 
 

10 本で 450 円の鉛筆 
450÷10＝45  
1 本あたり 45 円 
 

１本あたりのねだんが高いのは，1 ダース 600 円のえん筆。 

5 

ガソリン 45Ｌで 360km 走る自動車と，ガソ
リン 30Ｌで 255km 走る自動車があります。 

ガソリン 1Ｌあたりに走る道のりが長いの
は，どちらの自動車ですか。 

 

 45 360 

 30 255 

 

・ それぞれ１Ｌあたりで
走る自動車の道のりを比
べる。 

45Ｌで 360km 走る自動車 
360÷45＝8 
1Ｌ当たり 8km の道のりを走る。 
 

30Ｌで 255km 走る自動車 
255÷30＝8.5 
1Ｌ当たり 8.5km の道のりを走る。 
 ガソリン 1Ｌあたりに走る道のりが長いのは，ガソリン 30Ｌで

255km 走る自動車。 

単位量あたりの大きさを使うと，人口
のこみぐあいも比べることができる。 

0 

0 

広島県 

1 

□ 2880000 

（k ㎡） 

（人） 

8480 

広島県 

2880000÷8480＝339.62… 

上から 3 けための一の位

を 

四捨五入して 340 人 

1ｋ㎡当たり平均 340 人 

 

めあて 

単位量あたりの大きさを使って，米のとれぐあい
を比べよう。 

・ Ｂの方が，面積も広く，
とれた米の重さも重い。 

・ 答えは四捨五入して上
から２けたのがい数 

 → 上から３けためを
四捨五入 

比べ方を考えよう（１） 

問題 

表は，同じ種類の米をつくるＡとＢの田の面積
ととれた米の重さを表したものです。 

米がよくとれたといえるのは，Ａ，Ｂのどちら
の田ですか。 

 

A 11 570 

B 14 680 

 
ＡとＢの田で，それぞれ 1ａあたりにとれた米の
重さを計算で求めましょう。 

Ａ 
570÷11＝51.8… 
上から 3 けための小数第一位を 
四捨五入して，52 
1ａ当たり約 52kg 
 

Ｂ 
680÷14＝48.5… 
上から 3 けための小数第一位を 
四捨五入して，49 
1ａ当たり約 49kg 
 

米がよくとれたといえるのは，Ａの田。 

 



 

⑸ 第 5 時（5／7時間） 

ア 目標 

既習事項を用いて，比べ方や表し方を考え，説明することができる。 

 

 イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足でき

る状況 

・ 既習事項を用いて，比べ方や表し方

を考え，説明している。 

概ね満足できる状況に加え，操作活動（具

体的操作，絵，図，表，数直線など）と

結び付けながら，説明することができる。 

概ね満足でき

る状況 

単位量当たりの大きさを用いて，比べ方

や表し方を考え，説明することができる。 

努力を要する

状況の児童へ

の手立ての例 

・ 既習事項を振り返らせ，単位量当たりの大きさを用いて，比べ方を考えることが

できるようにする。 

・ 操作活動（具体的操作，絵，図，表，数直線など）を通して，解決の見通しをも

つことができるようにする。 

 

  ウ 準備物 

１ ～ ４ の問題文（掲示用），ワークシート 

 

エ 本時の学習過程 （※    線部は指導の工夫） 

 学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 
支援・評価【観点】 

（評価方法） 
 
 
導
入 
 

１ 混み具合の比べ方を確
認する。 

 
 
 

・ １匹当たりや１㎡当たりな
ど単位量当たりの大きさ使
って，問題を解いた。 

・ 掲示物やワークシートを基に，
これまでの学習を振り返ること
ができるようにする。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 既習事項を用いて問題
を解決する。 
・    作物のとれ具合を単

位量当たりの大きさの
考えを用いて比較する
問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・  年費の違う自動車

で，同じ道のりを走った
ときの，ガソリンの使用
量の差を求める問題 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ １㎡当たりにとれたじゃが

いもの重さで比べたいけど，
比べ方が分からない。 

・ １kg 当たりの面積で比べ
たいけど，比べ方が分からな
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ １Ｌ当たりに自動車の道の

りは問題に書いてあるから
分かる。だけど，何を求めた
らよいのか分からない。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまで学習した方法を使って問題を解いてみよう。 

操作活動 

学校園の面積を表す図ととれ
たじゃがいもの重さを表すお
はじきを使い，操作させること
で，数量の関係（面積と重さ）
や単位量当たりの数を捉える
ことができるようにする。 

数値の意味を確認する発問を
したり，問題文や表の数値を記
号で囲ませたりすることで，問
題文や表から，⑴質問されてい
ること（質問文）や⑵数値の意
味（割当文），⑶数量の関係（関
係文）について明らかにし，課
題解決する方法を見いだせる
ようにする。 

予想される児童のつまずき 
単位量当たりの大きさを用い 

て，問題を解決することができ 

ない。 

1 

2 

1 

操作活動 
ブロック（自動車）を操作させ
ることで，数量の関係（ガソリ
ンの量と道のり）や単位量当た
りの数を数直線と結び付け，捉
えることができるようにする。 

2 予想される児童のつまずき 
数量の関係を把握することが
できず，問題を解決すること
ができない。 

 

 



 

 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
・  単位量当たりの大き

さと児童数から校庭の
面積を求める問題と，校
庭の面積と来年の児童
数から単位量当たりの
大きさを求める問題 

 
 
 
 
 
 
  ・  単位量当たりの大き

さと道路の面積からア
スファルトの重さを求
める問題と，単位量当た
りの大きさとアスファ
ルトの重さから道路の
面積を求める問題 

 
・ 来年の児童数は今年に比べ

て 20 人減ることは分かるけ
ど，来年の１人当たりの校庭
の面積はおよそ何㎡になる
のか分からない。 

 
 
 
 
 
 
 
・ １㎡当たりに必要なアスフ

ァルトの量は問題に書いて
あるから分かる。3.3 ㎡舗装
するのに，アスファルトはど
のくらい必要なのかわから
ない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【考】既習事項を用いて，比べ

方や表し方を考え，説明するこ

とができる。(学習活動の観察，

発言，ワークシートの記述) 

ま

と

め 

２ 学習の振り返りをする。 
 

・ どの問題でも，単位量当た
りの大きさを使えば，答えを
求めることができた。 

・ 振り返りの視点を示し，本
時の学習を振り返らせる。 

3 

4 

操作活動 

校庭の面積を表す図と人数を
表すおはじきを使い，操作させ
ることで，数量の関係（面積と
人数）や単位量当たりの数を捉
えることができるようにする。 

予想される児童のつまずき 
単位量当たりの大きさを用い

て，問題を解決することができ

ない。 

予想される児童のつまずき 
数量の関係を把握することが

できず，問題を解決することが

できない。 

比べ方を考えよう（１） 

思いだそう めあて 

これまで学習した方法を使って問題を解いてみよう。 こみぐあいを調べるときは， 

・１㎡あたりの平均のうさぎの数を調べて比べる 
・１ぴきあたりの平均の面積を調べて比べる 
方法が便利。 

「単位量あたりの大きさ」という。 

単位量あたりの大きさを使うと， 

・ 人口のこみぐあい 

・ 米のとれぐあいも比べることができる。 

も比べることができる。 

 

1 

 

  

 

2 

3 

4 

5 

問題 考え方 

問題 考え方 

問題 考え方 

問題 

問題 

考え方 

考え方 

 

3 

操作活動 
道路の面積を表す図とアスフ
ァルトの重さを表すおはじき
を使い，操作させることで，
数量の関係（面積と重さ）や
単位量当たりの数を捉えるこ
とができるようにする。 

4 



 

⑹ 第 6 時（6／7時間） 

ア 目標 

既習事項を用いて，人口密度を求めることができる。 

  

イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足でき

る状況 

・ 既習事項を用いて，人口密度を求め

ている。 

概ね満足できる状況に加え，正しく答え

を表している。 

概ね満足でき

る状況 

単位量当たりの大きさを用いて，正しく
立式し，人口密度を求めている。 

努力を要する

状況の児童へ

の手立ての例 

・ 既習事項を振り返り，単位量当たりの大きさを用いて，比べ方を考えることがで

きるようにする。 

・ 操作活動（具体的操作，絵，図，表，数直線など）を通して，解決の見通しをも
つことができるようにする。 

 

  ウ 準備物 

問題文（掲示用），白地図，地図帳，電卓，ワークシート 

 

エ 本時の学習過程 （※    線部は指導の工夫） 

 学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 
支援・評価【観点】 

（評価方法） 
 
 
導
入 
 

１ 既習事項を確認する。 
 
 
 
 

・ 単位量当たりの大きさを使
うと，人口の混み具合も比べ
ることができる。 

・ 国や都道府県の人口のこみ
ぐあいは，人口密度で表す。 

 
 
 

・ 掲示物やワークシートを基に，
これまでの学習を振り返ること
ができるようにする。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 学習内容を適切に活用
して，問題を解決する。 

 ・ 人口密度の一番高い県
と一番低い県を予想す
る。 

 
・ ワークシートに沿って

課題解決を行う。 
 
 ・ 教科書 P17 に掲載され

ている都道府県の人口
密度を調べる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ 福岡は人口が多いから，人

口密度も高いと思う。 
・ 鹿児島県は面積が広いか

ら，人口密度は低いと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
・ ワークシートに沿って問題

の解決を行うことで，学習内
容の理解を確認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いろいろな都道府県の人口密度を調べよう。 

操作活動 

白地図に人口 10 万人を黒点１
つで書き込んでいくことによっ
て，その黒点の密集具合の違い
が人口密度の違いにもなってい
ることに気付かせる。 

数値の意味を確認する発問をし
たり，問題文や表の数値を記号
で囲ませたりすることで，⑶数
量の関係（関係文）について明
らかにし，課題解決する方法を
見いだせるようにする。 

予想される児童のつまずき 

人口密度の求め方が分から

ず，問題を解決することがで

きない。 

予想される児童のつまずき 

数量の関係を理解することが

できていない。 

 

 



 

 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 ・ 人口密度の一番高い県

と一番低い県について
確認する。 

 
・ １ｋ㎡当たりの人口が約

1028 人の福岡県が，一番人
口密度が高い。 

・ １ｋ㎡当たりの人口が約
148 人の宮崎県が，一番人口
密度が低い。 

 

【技】既習事項を用いて，人口

密度を求めることができる。 

(学習活動の観察，発言，ワーク

シートの記述) 

ま

と

め 

３ 学習の振り返りをする。 
 

・ 面積と人口が分かっていれ
ば，人口密度を求めることが
できた。いろいろな県の人口
密度を比べることができた。 

・ 振り返りの視点を示し，本
時の学習を振り返らせる。 

比べ方を考えよう（１） 

思いだそう めあて 

いろいろな都道府県の人口密度を調べよう。 

九州地方の白地図 

単位量あたりの大きさを使うと，人口の
こみぐあいも比べることができる。 
単位面積あたりの人口を「人口密度」と
いう。 

国や都道府県の人口のこみぐあいは，人
口密度で表す。 

 

 

0 

0 

広島県 

1 

□ 2880000 

（k ㎡） 

（人） 

8480 

広島県 
2880000÷8480＝339.62… 

上から 3 けための一の位を 
四捨五入して 340 人 
1ｋ㎡当たり平均 340 人 
 

いろいろな都道府県の人口密度を求めた式と答え 

人口密度が高い県 

（予想）         県 

（調べてみた結果）    県 

 

人口密度が低い県 

（予想）         県 

（調べてみた結果）    県 

 



 

⑺ 第 7 時（7／7時間） 

ア 目標 

単位量当たりの大きさの意味を理解することができる。 

  

イ 本時の評価規準 

到達度 評価規準 判断の目安 

十分満足でき

る状況 

・ 単位量当たりの大きさの意味を理解

している。 

概ね満足できる状況に加え，単位量当た

りの大きさについて，倍の関係に当たる

考えと比べながら理解している。 

概ね満足でき

る状況 

単位量当たりの大きさを求める除法の式
と商の意味を理解している。 

努力を要する

状況の児童へ

の手立ての例 

・ 既習事項を振り返り，単位量当たりの大きさを用いて，比べ方を考えることがで

きるようにする。 

・ 操作活動（具体的操作，絵，図，表，数直線など）を通して，解決の見通しをも
つことができるようにする。 

 

  ウ 準備物 

１ の問題文（掲示用），ワークシート 

 

エ 本時の学習過程 （※    線部は指導の工夫） 

 学習活動（発問・活動等） 予想される児童の反応 
支援・評価【観点】 

（評価方法） 
 
 
導
入 
 

１ 既習事項を確認する。 
 
 
 
 

・ うさぎ小屋の混み具合は，
１㎡当たりのうさぎの数か，
１匹当たりの面積で比べた。 

 
 
 

・ 掲示物やワークシートを基に，
これまでの学習を振り返ること
ができるようにする。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 学習内容を適切に活用
して，問題を解決する。 
・ ワークシートに沿って

課題解決を行う。 
 
 
 ・ 単位量当たりの大きさ

を用いて課題を解決す
ることができるかを確
かめる問題。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・ ワークシートに沿って問題

の解決を行うことで，学習内
容の理解を確認させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これまで学習した方法を使って問題を解いてみよう。 
 

 

操作活動 

うさぎ小屋の面積を表す図と
うさぎの数を表すおはじきを
使い，操作させることで，数量
の関係（面積と匹数）や単位量
当たりの数を捉えることがで
きるようにする。 

数値の意味を確認する発問を
したり，問題文や表の数値を記
号で囲ませたりすることで，⑶
数量の関係（関係文）について
明らかにし，課題解決する方法
を見いだせるようにする。 

予想される児童のつまずき 
単位量当たりの大きさを用い
て，問題を解決することがで
きない。 

予想される児童のつまずき 
数量の関係を理解することが
できていない。 

 



 

 

オ 板書計画 

              

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【知】単位量当たりの大きさの

意味を理解することができる。 

 (学習活動の観察，発言，ワー

クシートの記述) 

ま

と

め 

３ 学習の振り返りをする。 
 

・ これまでの学習を使って考
えると，１㎡当たりの面積で
比べているのか，１ぴき当た
りの人数で比べているのか
が分かった。 

・ 振り返りの視点を示し，本
時の学習を振り返らせる。 

 

比べ方を考えよう（１） 

思いだそう めあて 

これまで学習した方法を使って問題を解いてみよう。 

 
面積もうさぎの数もそろっていないと

きには，面積かうさぎの数をそろえるこ

とでこみぐあいを比べることができる。 

 

Ａ 9÷6＝1.5  

Ｃ 8÷5＝1.6  

１㎡当たりの面積のうさぎの数で

比べると，Ｃの方がうさぎの数が

多いので，Ｃの方がこんでいる。 

１㎡当たりのうさぎの数で比べる。 

。 

 

Ａ 6÷9＝0.666…  

Ｃ 5÷8＝0.625 

１ぴき当たりの面積で比べると， 

C の方が面積はせまいのでＣの方が 

こんでいる。 

１ぴき当たりの面積で比べる。 

。 

問題 

表は，東小学校にある，２つのうさぎ小屋の面積と
うさぎの数を調べたものです。たくみさんとゆみさ
んは，下のようにしてこみぐあいを比べました。 

 面積（㎡） うさぎの数（ひき）  

A 16 12 

B 20 16 

 

うさぎ小屋の面積とうさぎの数 

ゆみの考え たくみの考え 

① ２人は，それぞれどのように考え
たのでしょうか。 

１ぴきあたりの面積で比べる。 
ゆみさん 

 
１㎡あたりのうさぎの数で比べる。 
たくみさん 

② こんでいるほど数が大きくなる
のは，どちらの比べ方ですか。 

１㎡あたりのうさぎの数で比べる。 

③ Ｂのこみぐあいを，Ａの混み具合
いにそろえるとすると，Ｂのうさぎ
の数を何びきにすればよいですか。 

Ａ 12÷16＝0.75 
Ｂ うさぎの数を□にすると， 
  □÷20＝0.75 

□＝0.75×20 
 ＝15 

答え 15 ひき 


